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１．2025年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年４月１日～2024年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期中間期 55 － △334 － △333 － △331 －
2024年３月期中間期 － － － － － － － －

(注) 包括利益 2025年３月期中間期 △331百万円( －％) 2024年３月期中間期 －百万円( －％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期中間期 △16.76 －
2024年３月期中間期 － －
(注）１.2024年3月期第３四半期より連結財務諸表を作成しているため、2024年3月期中間期の数値及び対前期比較

増減率は記載しておりません。

２.2025年3月期中間期の潜在株式調整後１株当たり中間純利益は、潜在株式は存在するものの中間純損失で

あるため記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期中間期 860 685 79.2
2024年３月期 1,087 917 84.3

(参考) 自己資本 2025年３月期中間期 681百万円 2024年３月期 917百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00
2025年３月期 － 0.00
2025年３月期(予想) － 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 262 － △476 － △501 － △505 － △28.24

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 有

除外 1社 （社名） ベクターエネルギー久万高原バイオマス合同会社

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年３月期中間期 20,047,000株 2024年３月期 19,247,000株

② 期末自己株式数 2025年３月期中間期 127,200株 2024年３月期 127,200株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年３月期中間期 19,793,024株 2024年３月期中間期 18,228,496株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の

前提に基づいており、実際の業績により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

文中の将来に関する事項は、当中間期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

なお、当社グループは、2024年３月期第３四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前中

間連結会計期間との比較分析は行っておりません。

経営成績の分析

2025年３月期中間連結会計期間（2024年４月１日～2024年９月30日）におけるわが国の経済は、雇用・所得環境

が改善する中で個人消費やインバウンド需要が回復する等、 景気に緩やかな持ち直しの動きが見られました。一

方、不安定な世界情勢の長期化、原材料価格・エネルギー価格の高騰による物価上昇等、依然として景気の先行き

は不透明な状況が続いております。

当社グループの主力セグメントであるICT事業が属するデジタルコンテンツ業においてはゲーム・映像を中心に市

場が拡大しており、また、ネット広告業においてもアフィリエイト市場及びポイントサービス市場が拡大しており

ます。

このような状況の下、当社グループは改めて、インターネットを通じて多くの人々の生活を「より便利に、より

楽しく」なるサービスの創造、という原点に回帰し、ICT事業に注力しております。

具体的には、ICT事業として、ダウンロードによるソフトウェア販売、「PayPayポイント」のポイントモールを強

化したこと、また、新たに電子署名(ベクターサイン）のサービスを開始しております。

なお、再生可能エネルギー事業として、太陽光発電所関連の建設関連事業等を推進し、業務の受注に向けて活動

しております。

以上の結果、当中間連結会計期間の売上高は55百万円、営業損失は334百万円、経常損失は333百万円となりまし

た。なお、特別利益として役員退職慰労引当金戻入額２百万円を計上したため、親会社株主に帰属する中間純損失

は331百万円となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（ICT事業）

ICT（Information and Communication Technology）事業につきましては、ソフトウェア販売は前年同期水準減だ

ったものの、サイト広告販売が広告規制の影響を受け、売上高が大きく減少しております。また、「QuickPoint」

(「PayPayポイント」のポイントモール)は、アフィリエイトに対するポイント付与のタイミングを前連結会計年度

の方法より改善したものの、一時的に登録者数の減少が影響し、売上高が大きく減少しております。一方、当中間

連結会計期間より電子署名(ベクターサイン）のサービスを開始し、トラストサービスの営業収益が増加しておりま

す。

これにより、売上高は41百万円、セグメント損失（営業損失）は41百万円となりました。

（再生可能エネルギー事業）

再生可能エネルギー事業につきましては、太陽光発電所開発に限らず、建設業界において様々な開発及び建設工

事案件等の受注に向けて活動してまいりましたが、事業確立中のため、45百万円のセグメント損失（営業損失）と

なりました。

（その他の事業）

その他の事業につきましては、遮熱フィルムの販売等により、売上高は13百万円、セグメント損失（営業損失）

は46百万円となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

財政状態の分析

当中間連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ227百万円減少し、860百万円となりました。負債は、

前連結会計年度末に比べ４百万円増加して174百万円となりました。純資産は、前連結会計年度末に比べ231百万円減

少し、685百万円となりました。
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(資産)

流動資産減少の主な要因は、前渡金が280百万円、短期貸付金が188百万円減少したこと等によるものでありま

す。

固定資産増加の主な要因は、無形固定資産が13百万円増加したこと等によるものであります。

(負債)

流動負債増加の主な要因は、未払法人税等が13百万円減少したものの、その他の流動負債が25百万円増加したこ

と等によるものであります。

固定負債減少の主な要因は、リース債務の支払いによる減少等によるものであります。

(純資産)

純資産減少の主な要因は、新株予約権の行使による株式の発行により、資本金及び資本剰余金がそれぞれ48百万

円増加したものの、親会社に帰属する中間純損失331百万円を計上したことによるものであります。

また、自己資本比率は79.2％となりました。
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キャッシュ・フローの状況の分析

当中間連結会計期間において現金及び現金同等物は、期首残高の19百万円から57百万円増加し、期末残高が76百万

円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当中間連結会計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、204百万円の支出となりました。これは、主に税金

等調整前中間純損失331百万円を計上したこと、預け金240百万円の支出等によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、170百万円の収入となりました。これは主に短期貸付金188百万円の返済

を受けたことによるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、91百万円の収入となりました。これは主に株式の発行による収入99百万

円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想については、2024年５月14日に公表しました「2024年３月期決算短信〔日本基準〕（連結）サマリー情報３．

2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）」から変更はありません。
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２．継続企業の前提に関する重要事象等

当社グループは、前連結会計年度の連結財務諸表において763,804千円の大幅な営業損失を計上し、営業キャッシ

ュ・フローも1,214,482千円と大幅なマイナスとなっております。当中間連結期間においても334,897千円の営業損

失、204,964千円の営業キャッシュ・フローのマイナスを計上しており、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる

ような状況が存在しております。

当社グループとしましては、当該状況を解消し又は改善するために、具体的には、既存ICT事業の強化に加え、再

生可能エネルギー事業として太陽光発電所関連の開発等に係る不動産売買、建設関連事業等を推進し、売上高の増

加及び営業収益の獲得を計画しております。併せて、未収入金等の回収により、キャッシュ・フローの改善を続け

てまいります。これら事業の推進により、営業損失の縮小及び営業キャッシュ・フローの改善に貢献する予定で

す。

しかしながら、これらの対応策を関係者との協議を行いながら進めている途上であるため、現時点では継続企業

の前提に関する重要な不確実性が認められます。

なお、文中の将来に関する事項は、当中間期会計期間末日現在において判断したものであります。
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３．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,663 76,978

売掛金 24,098 22,104

商品 39,168 29,568

前渡金 287,493 6,936

預け金 － 240,000

短期貸付金 388,000 200,000

未収入金 56,822 16,313

その他 77,425 61,391

流動資産合計 892,671 653,293

固定資産

有形固定資産 23,131 21,947

無形固定資産 43,319 56,882

投資その他の資産

敷金 89,253 89,400

その他 39,401 38,548

投資その他の資産合計 128,655 127,948

固定資産合計 195,106 206,777

資産合計 1,087,777 860,070

負債の部

流動負債

買掛金 21,959 15,921

リース債務 833 833

未払法人税等 14,460 634

本社移転損失引当金 43,198 43,198

その他 59,516 85,091

流動負債合計 139,968 145,679

固定負債

リース債務 3,487 3,058

役員退職慰労引当金 7,000 6,000

退職給付に係る負債 20,200 20,073

固定負債合計 30,688 29,131

負債合計 170,656 174,810

純資産の部

株主資本

資本金 1,795,763 1,843,763

資本剰余金 2,184,760 2,232,760

利益剰余金 △2,968,450 △3,300,196

自己株式 △94,952 △94,952

株主資本合計 917,121 681,374

新株予約権 － 3,885

純資産合計 917,121 685,259

負債純資産合計 1,087,777 860,070
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

売上高 55,427

売上原価 9,563

売上総利益 45,864

販売費及び一般管理費

給与手当 130,997

業務委託費 49,892

支払報酬 40,834

その他 159,038

販売費及び一般管理費合計 380,762

営業損失(△) △334,897

営業外収益

受取利息 7,194

その他 3,136

営業外収益合計 10,331

営業外費用

支払利息 74

株式交付費 7,792

その他 637

営業外費用合計 8,504

経常損失(△) △333,071

特別利益

役員退職慰労引当金戻入額 2,000

特別利益合計 2,000

特別損失

関係会社清算損 11

特別損失合計 11

税金等調整前中間純損失(△) △331,082

法人税、住民税及び事業税 663

法人税等合計 663

中間純損失(△) △331,746

親会社株主に帰属する中間純損失(△) △331,746
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

中間純損失(△) △331,746

中間包括利益 △331,746

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △331,746
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純損失（△） △331,082

減価償却費 2,652

ソフトウエア償却費 2,205

受取利息及び受取配当金 △7,194

支払利息 74

為替差損益（△は益） 328

株式交付費 7,792

売上債権の増減額（△は増加） 1,994

仕入債務の増減額（△は減少） △6,037

棚卸資産の増減額（△は増加） 9,600

退職給付引当金の増減額（△は減少） △127

役員退職慰労引当金の増減額(△は減少) △1,000

前渡金の増減額（△は増加） 280,557

未収入金の増減額（△は増加） 40,509

預け金の増減額（△は増加） △240,000

未収消費税等の増減額（△は増加） 30,525

その他の資産の増減額（△は増加） △23,371

その他の負債の増減額（△は減少） 12,156

小計 △220,417

利息及び配当金の受取額 16,619

利息の支払額 △74

法人税等の支払額 △1,091

営業活動によるキャッシュ・フロー △204,964

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,468

ソフトウエアの取得による支出 △15,768

短期貸付金の増減額（△は増加） 188,000

敷金及び保証金の差入による支出 △146

投資活動によるキャッシュ・フロー 170,616

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △429

株式の発行による収入 99,885

株式の発行による支出 △7,792

財務活動によるキャッシュ・フロー 91,662

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 57,315

現金及び現金同等物の期首残高 19,663

現金及び現金同等物の中間期末残高 76,978
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 当中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

中間連結
損益計算書
計上額
（注）２

売上高 ICT事業
再生可能エ
ネルギー事

業

その他の事
業

計

外部顧客への売上高 41,518 － 13,909 55,427 － 55,427

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － －

計 41,518 － 13,909 55,427 － 55,427

セグメント損失（△） △41,189 △45,626 △46,744 △133,560 △201,337 △334,897

（注）１．セグメント損失の調整額△201,337千円は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント損失は、中間連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

前連結会計年度より、事業セグメントの区分方法を見直し、報告セグメントを従来の単一セグメントから、

「ICT（Information and Communication Technology）事業」「再生可能エネルギー事業」「その他の事業」に

変更しております。

なお、前第３四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前中間連結会計期間に係る

セグメント情報は記載しておりません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるも

の

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

当社は、2024年４月30日付で、Seacastle Singapore Pte. Ltd.より第三者割当増資の払込みを受けました。

この結果、当中間連結会計期間において、資本金及び資本準備金がそれぞれ48,000千円増加し、当中間連結会

計期間末において資本金が1,843,763千円、資本準備金が1,182,760千円となっております。
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（継続企業の前提に関する注記）

当社グループは、前連結会計年度の連結財務諸表において763,804千円の大幅な営業損失を計上し、営業キャッシ

ュ・フローも1,214,482千円と大幅なマイナスとなっております。当中間連結会計期間においても334,897千円の営

業損失、204,964千円の営業キャッシュ・フローのマイナスを計上しており、継続企業の前提に重要な疑義を生じさ

せるような状況が存在しております。

当社グループとしましては、当該状況を解消し又は改善するために、具体的には、既存ICT事業の強化に加え、再

生可能エネルギー事業として太陽光発電所関連の開発等に係る不動産売買、建設関連事業等を推進し、売上高の増

加及び営業収益の獲得を計画しております。併せて、未収入金等の回収により、キャッシュ・フローの改善を続け

てまいります。これら事業の推進により、営業損失の縮小及び営業キャッシュ・フローの改善に貢献する予定で

す。

しかしながら、これらの対応策を関係者との協議を行いながら進めている途上であるため、現時点では継続企業

の前提に関する重要な不確実性が認められます。

なお、中間連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響

を中間連結財務諸表に反映しておりません。


